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取り組みについて
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NEDOでの合成燃料の取り組み

2出所：METI資源エネルギー庁 「合成燃料（e-fuel）の導入促進に向けた官民協議会」2023年中間とりまとめ

●合成燃料(e-fuel)の商用化に向けたロードマップ（改定版）



●合成燃料の製造に用いられるプロセスとしては、主に次の２つが知られている。
①FT（フィッシャー・トロプシュ）合成 ②メタノール合成

●いずれも既存プロセス。原料の合成ガス（水素とCOの混合ガス）製造とCO2出発の一貫製造プロセス
 に関する技術開発が進められている。
●NEDOでは、FT合成を利用した製造プロセスに関する技術開発に取り組んでいる。

合成燃料に関する製造技術
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4出所：METI資源エネルギー庁 「合成燃料（e-fuel）の導入促進に向けた官民協議会」2023年中間とりまとめ

NEDOでの取り組みの概要

■GI基金事業：合成燃料の高効率化・量産化に向け、従来技術の利用を念頭にしたスケールアップ
の技術開発を実施中。

■交付金事業：将来の更なる高効率化（低コスト化）に向け、新たな合成技術の開発に取組中。



GI基金事業 /
「CO2からの合成反応を用いた高効率な液体燃料製造技術の開発」
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■取り組み概要：既知技術を基盤に、CO2と再エネ水素を原料に、大規模プラントでの運転実証を
目指す。2028年までに、300BD規模のパイロットスケール規模での実証を計画。

■技術開発項目：コストダウンを目指し、①FT触媒と反応器の改良、②未反応原料のリサイクル等の
プロセス最適化、③FT合成粗油の精製方法検討等の、収率向上技術を開発する

出典：NEDO-HP「GI基金/ENEOS事業戦略ビジョン」より

GI基金事業 / 取り組みの概要
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出典：NEDO-HP「GI基金/ENEOS事業戦略ビジョン」より

GI基金事業 / 技術開発スケジュール

■全体スケジュール：
➢ ラボスケールの要素技術開発を経て、2024年度からの１BD（日産ドラム缶１本程度）規模
のベンチプラント運転実証

➢ 2027年度からパイロットプラント（300BD規模を想定）によるスケールアップ実証を計画
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GI基金事業 / 進捗状況 ～概況～

■要素技術開発
⚫ 合成粗油製造（FT合成）における高性能・高強度の触媒を開発。

⚫ 合成燃料製造（アップグレーディング）における最適条件を抽出、反応予測モデルを構築中。

■小型プラント実証（1バレル／日規模）

⚫ 24年6月にプラント建設を完了。7月から試運転を開始。

10月から100％ロードでの定格運転に移行。 ＠ENEOS 中央技術研究所

■大型プラント実証（300バレル／日規模）

⚫ プラントの基本設計を実施中。開発目標※を達成する一貫製造プロセスを構築。

  ※液体燃料収率：目標＝80%、開発プロセス＝95%
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GI基金事業 / 進捗状況 ～小型プラント実証～

■2023年6月より建設開始、2024年9月、試運転完了・製造開始。

小型プラントで製造した燃料を用いて
大型車両走行実証などを予定 出典：ENEOS
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GI基金事業 / 進捗状況 ～小型プラント実証～

出典：ENEOS

■グリーン電力から作った水素とCO2を原料とした
合成燃料の一貫製造が可能な日本初のプラント

合成粗油 ジェット
燃料

ガソリン 軽油
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GI基金事業 / 進捗状況 ～小型プラント実証～

出典：ENEOS

■実証状況
●10月から実証運転を開始、10/16にロード100%運転を達成。

●定格運転を実施し、各工程の反応温度・転化率などの推移を確認中。

●今後は、製造燃料の性状評価を実施予定。



交付金事業 / 次世代FT反応と液体合成燃料一貫製造
プロセスに関する研究開発
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■取り組み概要：将来の更なる高効率化（低コスト化）に向けた、FT反応の次世代技術開発と
液体合成燃料一貫製造プロセスの構築と最適化、さらに将来のスケールアップに向けた研究開発

●研究開発項目① 次世代FT反応の研究開発
 ☆ 直接FT反応およびFT生成物の選択性制御技術に関する研究開発

●研究開発項目② 再エネ由来電力を利用した液体燃料製造プロセスの研究開発
 ☆ 電解反応にて合成ガス製造、FT反応を組み合わせた一貫製造プロセス、燃料利用技術の研究開発

●研究開発項目③ SOEC共電解実用化の研究開発
 ☆ SOECの大容量化、共電解プロセスのシステム化に関する研究開発

FT生成物の選択性制御
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交付金事業 / 技術開発スケジュール

■全体スケジュール：2024年度までに、実験室レベルでの要素技術の確立および、
 10kW級一貫製造ベンチプラント(共電解＋FT合成）の実証を計画。
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交付金事業 / 進捗状況 ～ベンチプラント～

■進捗概況：産総研つくばにて装置導入が完了、実証運転開始。

出典：産総研産総研 つくば西事業所 GZR研究施設

実施場所
（4E棟大空間）
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交付金事業 / 進捗状況 ～ベンチプラント～

出典：産総研/JPEC一貫製造装置ベンチプラント＠産総研 つくば西事業所内 GZR研究施設

SOEC共電解装置概観

合成ガス / バッファータンク・昇圧装置 合成粗油

FT合成反応装置

SOECスタック
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交付金事業 / 進捗状況 ～ベンチプラント～

出典：産総研/JPEC

■FT合成反応用触媒：ハイブリッド化（FT機能＋ワックス分解機能）により
液体収率向上触媒を開発

ワックス収率の低減
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交付金事業 / 進捗状況 ～ベンチプラント～

出典：産総研/JPEC

■実証運転状況
●共電解によりCO2と水から合成ガスを安定して製造できることを確認。
●一貫製造運転実施中。FT反応熱の安定制御を確認。

FT合成

SOEC共電解

目標合成ガス製造量

目標FT反応温度



NEDOにおける連携強化に関する取り組み
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１．合成燃料分野内での連携
GI基金事業(燃料製造および燃料利用）と
交付金事業の連携・情報共有の場としてNEDOに
「燃料製造と利用技術の連携連絡会」を設置。
自動車燃料利用における合成燃料に関する技術的
な議論中（昨年度より開始し、計4回開催）。

２．分野間での連携：「CO2分離回収分野」との連携
サプライチェーンでの上流と下流の技術的な議論・交流

を進めるため、GI基金事業「CO2分離・回収」PJと
「CO2等よりの燃料製造技術開発」PJの連携・情報
共有の場をNEDOに設置（昨年度、計２回開催）。

＜燃料製造と利用技術の連携連絡会の様子＞

＜「CO2分離・回収」PJと「CO2等よりの燃料製造
技術開発」PJの連携検討会の様子＞



NEDOにおける技術動向調査 / 事例紹介（１/２）
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■CCUプロジェクトの開発状況
●欧米を中心にCCUプロジェクトが稼働・計画されている。
●メタノール・合成燃料の製造を推進するもの多い。

出典：NEDOイノベーション戦略センターにてIEA資料を基に作成



NEDOにおける技術動向調査 / 事例紹介（２/２）
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■中止・延期が決定されたプロジェクト
一部のプロジェクトでは、資材の高騰、市場拡大の遅れ、政府支援の未整備など、
投資環境が整わず、プロジェクトの遅延や中止が発生している。

出典：NEDOイノベーション戦略センターにて各種資料を基に作成



NEDOにおける広報活動
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詳しい内容は、NEDOのHPをご参考下さい。
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